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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月15日(2017.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体腔の内面を照射する装置であって、
　流体を収容し且つ前記腔内に配置されるように構成された流体不透過膜、
　前記膜内に設けられた発光器、前記膜の外面上に設けられた光活性物質および光学活性
物質の前駆体の少なくとも一方、および
　前記膜内に設けられた流体、を備え、
　前記流体は、前記発光器によって放射された光の強度が、前記膜に近接する前記腔の内
面全体にわたって実質的に均一であるように、前記光を散乱させる、
装置。
【請求項２】
　前記膜の内部容積に結合されたアクセスポートをさらに備え、
　前記アクセスポートは、前記膜中への前記流体の導入および前記膜からの前記流体の排
出の少なくとも一方を容易化するように構成される、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記アクセスポートに結合された弁をさらに備える、
請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　圧力除去機構をさらに備える、
請求項１～３のいずれか一つに記載の装置。
【請求項５】
　前記膜は、弾性材料から形成される、
請求項１～４のいずれか一つに記載の装置。
【請求項６】
　前記流体は、溶液、懸濁液、および乳濁液の少なくとも一つである、
請求項１～５のいずれか一つに記載の装置。
【請求項７】
　前記膜の内部容積に結合される隔膜をさらに備え、
　前記隔膜は、前記膜の内部容積中へ前記発光器を導入しやすくするように構成される、
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請求項１～６のいずれか一つに記載の装置。
【請求項８】
　前記発光器は、ＬＥＤおよび光ファイバの遠位端領域の少なくとも一方を有する、
請求項１～７のいずれか一つに記載の装置。
【請求項９】
　前記物質または前駆体は、前記膜が前記腔内に配置されると、前記腔の内面上に制御可
能に放出され得る形で与えられる、
請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　冷却チャンバをさらに備える、
請求項１～９のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１１】
　スペーシング機構をさらに備える、
請求項１～１０のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１２】
　前記発光器は、前記流体の少なくとも一部の内部において化学発光反応を受けることが
可能であり、および／または当該反応を活性化させることが可能である１つ以上の物質を
有する、
請求項１～１１のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１３】
　前記発光器は、前記膜の少なくとも一部の上において化学発光反応を受けることが可能
であり、および／または当該反応を活性化させることが可能である１つ以上の物質を有す
る、
請求項１～１２のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１４】
　前記流体は、乳濁液、溶液、または、懸濁液である、
請求項１～１３のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１５】
　前記流体は、酸化チタンを含む、
請求項１～１４のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１６】
　前記流体は、約５３２ｎｍの波長の光について約５％未満の吸収率を示す、
請求項１～１５のいずれか一つに記載の装置。
【請求項１７】
　前記流体は、約５３２ｎｍの波長の光について９０％を超える透過率を示す、
請求項１～１６のいずれか一つに記載の装置。
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